Moodle ハンズオンワークショップ
「MIE投票モジュール」

· 出席簿を作成する………………………………………………………………..……1

· パソコンから出席をとる…………………………………………..…………………7

· 携帯電話から出席をとる…………………………………………………………….11

MIE出席モジュールでは、教師が学生の出席を記録したり、学生自身が、コンピュータや携帯電話で、出席を記録したりすることができます。また、「指定した時間帯」の活動ログを基に、学生の出席を自動的に記録することもできます。
· 出席簿を作成する

１．「編集モードON」をクリックし、編集モードに切り替えます
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２．「活動の追加」のドロップダウンリストから「MIE出席」を選択します
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３．出席簿の設定をします

・同じ名称で同じ設定内容の出席簿を一度に作成するときには、「複数の出席簿を追加する」をクリックし設定します。（設定方法は、＜複数の出席簿を追加する場合＞を参考にしてください）

まずは、出席簿を１つ追加するときの設定です
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Ａ．出席簿の名称、日付、時間を設定します。

　　例：基礎生物１年、2006年3月28日、19：25～19：35

Ｂ．「時間割ID」を設定すると、「レポート」で、同じ時間割IDの出席簿の一覧表示が可能になります。

Ｃ．「グループモード」、「グループ」を設定すると、グループの出席をとることができます。

Ｄ．「Yes」に設定すると、日付を元に自動的に週を決定します。（そのコースの最初の画面のセクションに反映されます）

Ｅ．「Yes」に設定すると、指定した時間帯の活動ログを元に自動的に出席がとられます。

この機能を動作させるためには、管理者権限にてcron の機能を設定する必要があります。例：*/5 * * * * wget -q -O /dev/null 　http://www.sample.net/admin/cron.php
Ｆ．「出席を評定する」、「皆勤の最大評点」は、現在はまだサポートされていない機能です。これからサポートされると考えられます。

Ｇ．「Yes」に設定すると、学生が、出席簿の自分の出席状態をみることができます。

Ｈ．認証コードを設定すると、出席記入画面の前に、認証画面が現れます。

以上の設定が終了したら、「変更内容を保存」をクリックし、出席簿を保存します

４．出席簿保存後も、「MIE出席の更新」をクリックすることによって、出席簿の設定内容を更新することができます
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＜複数の出席簿を追加する場合＞
出席簿の追加画面で、「出席簿の追加」をクリックすると設定画面になります。
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Ａ．「名称」、「出席簿設置開始日」と「出席簿設置終了日」を設定し、曜日を指定します。
例：基礎生物１年、2006年3月28日～2006年5月6日、火

のとき、毎週火曜、水曜の「基礎生物1年」の出席簿が、2006年3月28日から2006年6月6日までの期間で、同時に作成されることになります。

他の項目の設定は、出席簿を１つ追加する場合と同じなので省略します。

●パソコンから出席をとる
教師が出席をとる場合
１．「出席をとる」をクリックします
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２．学生の出席をとります。各学生に対して、出席は「出」を、遅刻は「遅」を、欠席は「欠」をそれぞれ選択します。全員の出席をとり終わったら、「変更内容を保存する」をクリックします。これで、出席をとることが完了しました。

[image: image8.png]MIE DiBAL | wimaite | FROAATLRAT | LT

JL—TJE 28

20065F 03 28H - HEREP1E

Bl ik 3

student 111 O O& OX
FEA Of @& OX
FET o O0& OX
FEe o O0& OX
== A AR A




３．「レポート」をクリックすると、時間割IDが同じ講義の出席簿が一覧表示されます。

「合計」では、同じ「時間割ID」を持つ出席簿から、一回の欠席を１として各学生の欠席合計が表示されます。遅刻の回数がある数に達したら欠席１回の扱いとしたい場合、管理者権限にてモジュール管理の設定から下記項目を設定することで、「遅刻数回で欠席１回」として集計することが可能です。 mieattendance_tardies_per_absence:
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「エンコード」を選択して、「エクセルシートのダウンロード」をクリックすると、レポートが、エクセル形式でダウンロードされます。また、「テキストレポートのダウンロード」をクリックすると、テキスト形式でダウンロードされます。
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学生自身が出席を記入する場合

・学生としてログインします

1． 出席簿をクリックします
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2． 「学生による記入」をクリックします

[image: image12.png]3 http://www.e~learnine-service.net ~ BB100: MIE H515% ~ Microsoft Internet Explorer
THMD REE FrW BRCAI@ UMD ATE

On- O WEAG Amdmmwelasa UES

HEEDF 0524 student 111 @57 )
=EA »BB100 » MIE 5E# » MIE thIEIRR

[ ME R | FEEIRA | LAt

5

s —7EL 28
e 03/28
B D g

student 111 x





3． 出席の場合は「出」を選択し、「変更内容を保存」します
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4． 「レポート」をクリックすると、出席が確認できます
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· 携帯電話から出席をとる

学生が、設定された時間内に、携帯電話から出席を登録することができます。

携帯電話から出席を記入できるように設定する
・まず、学生の携帯電話のメールアドレスを「投票・出席用メールアドレス」に登録

されている必要があります。「参加者」の学生の「プロフィール編集」で確認することができます。

[image: image15.png]2 http://www.e-learnine-service.net - 1-2: ZEEWF - Microsoft Internet Explorer,

TP RRE FTW HRIAE UMD AT 3
HBEWE O51% Bl @57Oh
ZEA »8B100 Tr—

A 5 EomE BF=a-X
=X BXE L
menE L] ey
- L1z
BE=a-201-54 M EX= @
20 2 A
XL, O J wxeTd
g ME HEE R, e BED-(<HITS
- RO
L R P —AB
000 008 78 - EREMTIR 3 KX HLM
TA-SLAERE -
XL g 2006 03 268 - BWEME S M KX ® & B
] gwom. vglemmam.¥ = exet
2006%F 03 27
. 2 [u] Lo
BEATL @ = o RO EBER
- T o
&1 = @ i 16} i ¥
XL -
<










1． 出席記入を学生にメールで通知するため、出席簿の「学生へメール通知」をクリックします
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２．「送信」をクリックし、“メール送信完了”と表示されたら、メール送信が完了しました
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３．以下のような、出席を記入するためのURLが記載されているメールが、学生の携帯に送られます。
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学生が自身の出席を記入する

１．学生は、携帯電話でそのメールを受信し、URLに接続します
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２．携帯電話のブラウザ画面にユーザ名とパスワード、認証コード（認証コードが定されている場合）を入力し、ログインします



３．出席の場合は「出」を選択し、「変更内容を保存」をクリックします
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４．出席を確認したら、「ログアウト」をクリックするとログアウトが完了します
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· 指定した時間外にログインしても、記入はできません。
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横にある「？」アイコンを押すとその項目のヘルプを見ることができます。
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